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DRM-PF 利用者 各位 

 

2024 年 10 月 9 日 

日本デジタル道路地図協会 

 

API v9.0 リリースのお知らせ 

 

日頃よりご愛顧いただき、DRM-PF の成長に貢献していただきましたこと、深く感謝申し上げます。 

さて、この度 DRM-PF の API に機能改良や追加を行いましたので、API バージョン 9.0（v9.0）とし

てリリースいたします。 

つきましては、既に開発済みのプログラムに影響を及ぼす事がある為、事前にご案内いたします。 

 

 

1. リリースノート 

I. リリース対象の版番号（本番環境） 

3603 版、3606 版（現行最新版） 

※検証環境は 3509 版となりますのでご注意ください。 

 

II. 追加・変更一覧 

No. 項目名 

1 API レスポンスに P-ID 追加 

2 ルート検索 API 機能改修 1 

3 ルート検索 API 機能改修 2 

4 バルク処理機能改修 

 

III. 追加・変更内容 

No. 内容 

1 【項目名】API レスポンスに P-ID 追加 

【内容】API4-2（リンク内属性取得）のレスポンスに、P-ID を追加

する。 

2 【項目名】ルート検索 API 機能改修 1 

【内容】API9（ルート検索）は起終点どちらも 1 本のリンクの間にな

るように指定したときレスポンスを返さなかったため、返すように改

修する。 

3 【項目名】ルート検索 API 機能改修 2 

【内容】API9（ルート検索）で「P-ID リスト.csv」を返却するよう機

能改良する。また、有償版地図サイトにルート検索 API の画面を追加

する。 
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No. 内容 

4 【項目名】バルク処理機能改修 

【内容】バルク処理で途中のデータにエラーがあった場合でも処理を

継続するように改修する。 

 

※詳細は API 定義書（v4.12）を参照ください。 

 

2. 検証環境について 

URL https://pf.drm.jp/test/API/[Category]/[Function] 

ユーザーID 本番環境と同様の ID/PASS が使用可能（ただし、2024 年 3 月時点での登録

ユーザーに限る） 

注意事項  検証環境で使用可能なデータ版は 3509 版のみ。3603 版など他の版は使

用不可。また、搭載している版でも本番環境と一部データが異なる場合が

あるため、検証環境から得られた結果は利用しないこと。 

 本番環境よりもサーバのスペックを落としているため、バルク処理といっ

た負荷のかかる処理を流すと応答が得られない場合がある。検証環境の

API 呼び出しは必要最低限とすることが望ましい。 

 検証環境は予告なく利用停止する場合がある。また、検証期間終了後も利

用停止する。 

 

3. リリーススケジュール 

日時 内容 

10/1（火） 検証環境に APIv9.0 をリリース 

10/2（水）～10/21（月） 検証環境による対応期間 

10/8（火） DRM-PF ポータルサイトにお知らせ掲載 

10/22（火）17:00～19:00※ 本番環境リリース※1 

 ※1 本番リリース日に関しまして、対応が間に合わない等のご意見がございましたら、皆様に負担

にならない様に調整し DRM-PF ポータルサイトにてお知らせに掲載いたします。ご不明な点等が

ございましたら以下までご連絡下さい。 

 

 DRM-PF 問合せ窓口 

メールアドレス：pf_contact@drm.or.jp 

 

4. 利用制限 

作業時間中も地図サイト、API ともに通常通りご利用になれますが、作業実施日は API 呼び出し

URL で API バージョン指定（v8.0 など）をするようにしてください。指定をしない場合、レスポン

スが得られない、意図しないレスポンス内容となる、などの影響があります。バージョン指定の方法

mailto:pf_contact@drm.or.jp
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は FAQ「API のバージョン指定(URL)」を参照ください。 

 

 

【改訂履歴】 

2024 年 9 月 27 日 初版 

2024 年 10 月 9 日 「4.利用制限」を追記 

 

 

以上 

https://drm-dx2.jp/faq_apply/faq/75

